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COVID-19の経口治療薬「モルヌピラビル」と「パクスロビド」の効果について 
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新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の経口治療薬は、今後の世界の新型コロナ対策を 

一変させる「ゲームチェンジャー」として期待が高まっています。経口治療薬が使用可能となれば、

入院の必要性が少なくなり、自宅で加療できるというメリットがあります。また「入院リスクを減らせ

ることで、医療逼迫リスクを軽減させる」可能性があります。本稿では、新型コロナの経口治療薬

のファイザー社のパクスロビド、メルク社のモルヌピラビルについて解説します。 

 

1. モルヌピラビル、パクスロビドとは 

モルヌピラビル、パクスロビドは共に経口の新型コロナ治療薬です。モルヌピラビルは、新型コ

ロナウイルスの複製を阻害する抗ウイルス薬です[1]。日本においては、2021 年 11 月 11 日に、

MSD 社がモルヌピラビルの供給に関して日本政府と合意したと発表しています。一方、パクスロ

ビドは次の 2 種類の薬を組み合わせて作られています。一つは「PF-07321332」という、コロナウ

イルスの複製に必要な酵素（3CL プロテアーゼ）の活性を阻害することでウイルスの増殖を抑える

抗ウイルス薬で、もう一つは HIV 治療薬として知られているリトナビルです。リトナビルと組み合わ

せることによって、「PF-07321332」の血中濃度を高く維持する効果があります[2]。 

 

2. モルヌピラビルの効果 

モルヌピラビルは発症 5日以内に服用すると、重症化リスクがある外来患者の入院または死亡

を約 50%減らすとされています。大まかにいうと「入院や死亡を半分ほどに減らす」ことになります。

もう少し掘り下げて、2021 年 10 月 1 日のメルク社のニュースリリースによるモルヌピラビルの  

臨床試験の中間解析の概要をまとめると、以下の通りです[3,4]。 

【第 3相 MOVe-OUT試験】 

● 対象：新型コロナ外来患者 775例が最初に登録 

18歳以上、発症から無作為化まで 5日以内、重症化のリスク因子 1つ以上 

● 方法：385例はモルヌピラビルを 1日 2回、5日間内服。377例はプラセボを同じ期間内服。 

● 結果：29 日後、プラセボ群では 14.1%（53/377 例）が入院したのに対し、モルヌピラビル群で

は 7.3%（28/385 例）と、およそ半分になっていました。プラセボ群では 8 例が死亡したのに対し、

モルヌピラビル群では死亡例がありませんでした。変異株に対する効果も調べたところ、ガンマ・

デルタ・ミュー株などに対しても有効性は変わりませんでした。 

 

また、モルヌピラビル投与群とプラセボ群で、薬剤による有害事象にも差はありませんでした。 

まだ正式に論文化されていないため結果の解釈には注意が必要です。 

例数 入院 死亡
モルヌピラビル群 385 28 (7.3%) 0

プラセボ群 377 53 (14.1%) 8



3. パクスロビドの効果 

パクスロビドは発症 3 日以内に服用すると、重症化リスクがある外来患者の入院または死亡を

89%減らすとされています。2021 年 12 月 14 日のファイザー社のニュースリリースによるパクス

ロビドの臨床試験の最終解析の概要は以下のとおりです[5]。 

 

【第 2/3相 EPIC-HR試験 最終結果】 

● 対象：症状発現後 5日以内の新型コロナ外来患者 2246例 

18歳以上、発症から無作為化まで 5日以内、重症化のリスク因子 1つ以上 

● 方法：パクスロビドを 1日 2回、5日間内服。対照はプラセボを同じ期間内服 

● 結果：発症 3日以内の患者を対象にした場合、28日間の入院が、パクスロビド群が 0.7%（697

例中 5 例が入院、死亡はなし）、プラセボ群は 6.5%（682 例中 44 例が入院、うち 9 例が死亡）。

発症 5 日以内の患者を対象にした場合，28 日間の入院が、パクスロビド群で 0.8% （1039 例中

8 例が入院、死亡はなし）、プラセボ群は 6.3%（1046 例中 66 例が入院、うち 12 例が死亡）

(p<0.0001) 。 

 

また、安全性コホートにおいて、パクスロビド群およびプラセボ群の有害事象は 23%および 24%

で、臨床試験中止に至った有害事象はそれぞれ 2.1%,4.2%となっていました。 

こちらもまだ正式に論文化されていません。発症 3 日以内の患者を対象にすると、新型コロナ

に起因する入院またはあらゆる原因による死亡のリスクが、プラセボと比較して 89%減少したとい

う結果で、11月 5日に示された中間解析と同様でした。 

 

4. モルヌピラビルとパクスロビドは今後どのような症例に使われるか 

今回紹介したモルヌピラビルとパクスロビドのデータは、重症化リスクが少なくとも 1 つはある患

者に対するものでした。これらの薬剤が認可された場合、当面は重症化リスクのある患者に対し

限定的に使われることになるものと思われます。 

現在、新型コロナウイルスの家庭内感染予防におけるモルヌピラビルの有効性と安全性をプラ

セボと比較する MOVe-AHEAD 試験が行われています[3]。また、パクスロビドにおいても重症化

リスクのない新型コロナ患者を対象とした臨床試験(EPIC-SR)や、家庭内感染予防におけるバク

スロビドの有効性と安全性を評価するため EPIC-PEP が進行中です[6]。これらの臨床試験の結

果次第では、持病のない人に対する治療や曝露後の予防戦略の幅が広がることが期待されます。 

 

追記：2021.12.3モルヌピラビルについて、日本法人の MSDが厚生労働省に承認申請しました 

パクスロビドについて、米国ファイザー社は米食品医薬品局(FDA)に緊急使用許可を申請中です。 

 

内服時期 例数 入院 死亡
発症3日 パクスロビド群 697 5 (0.7%) 0

以内 プラセボ群 682 44 (6.5%) 9

発症5日 パクスロビド群 1039 8 (0.8%) 0

以内 プラセボ群 1046 66 (6.3%) 12
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